





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































これらの「の」がなぜ「を」とされず「の」と表記されたか、文法的に分析することはむつかしい。そ は、その時々の口吻に任せたところがあり、統一した原理に当てはまらない。しかし、全く無法則 いうのではなく、それについての私見 後に述ぺる。





































































この「年高き俯の」は「やせおとろへたる」と同格である。そして「やせおとろへたる を省略すれば、「俯 は「只ひとり居て、・・・・・・経をよむ。」の主語となる。従って「の」は 助詞 よ
9●
,9
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うに見えるが、
必ずしもそうではなく、
物を呈示する役目も荷な
う
。そこで呈示性の強く出た例を挙げる。
「いかなる事d、
目に見え給ふぞ」と問え
ば、「恐しげなる
者ども叫火の車を率て来るなり」と云ふ
。
（同四の七）
この二つの「の」は、
同格の「の」ではないが、
そうか
と言って
純枠な格助詞でもない。
訳すと、
・「
それはいったいどういうことで、
それが目に見えな
さった”い
のか」と問うと、「恐しい者どもで、
それが火の車を半て来
るのである
J
と言う。
となる。
この二例の「の
」
は、
指定の意味を含みつつ、
下へは格
助詞 して繋って行く。
この楊合、
下の動詞が「を
」
格を要求す
ると、「を」を含む「の」が成立する。
同格の「の」で下の繰り返しを「を」で受け
る例を挙げる。
白き扇
d
、い
たうこがしたる糾‘・・・取らせたれば、
（源氏物語夕顔
）
（小学館日本古典文学全集）
この「いたうこがしたる
j
を省略し、「白き扇の取らせたれば」
とすれば、
この「の」は「を
」
を含む。同格の二つの体言が少し
でも違えば、
繰り返しの意
味があるが、
内容的に同じ場合はその
必要がない。和歌は緊縮を旨とするから、「を」格を含む体言をすぺて省略する
花さ
かぬ朽ち木の柚の柚人のいかなるくれに思ひ出づらん
花さかぬ朽ち木の柚の柚人のうらぶれたるをいかなるくれに思ひ出づらん
として、「うらぶれたるを」を省略した形とみ
れば、
この「の」
が「を」を含むわけが理解されるであろう。
先に挙げた「を」に近い「の」
も、
この同格の形式の崩れた形
とみれば、
説明できないこともな
い。例えば、
笈に住居の勘忍しかね、（武家義理物語）
の場合、
笈に住居の恐しきを勘忍しかね、
とし、「恐しきを」を省略した形とみれば、「の」が「を」に近い理由が納得される。
王朝時代に一定の型を形成した同格の手法も、
後世になるとさまざまな変形を生む。
〔本稿は、平成二年七月一日に閲催された岡山大学言語国栢国文
学会に発表した原稲に手を
加えたものであ
る。〕
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